第１号様式（第４条第１項）
令和　　年　　月　　日

横浜市立大学附属

市民総合医療センター　病院長

（申請者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　印
臨床研修医研修環境促進助成金交付申請書
令和２年度公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター臨床研修医研修環境促進助成金について、次のとおり関係書類を添えて申請します。

１　交付申請額
　　￥　　　，　　　・－

　　<内訳>

	　１か月の家賃　　×助成率(1/2)
	助成家賃算定額

	     　 　円×　1/2
	円


	助成家賃月額(※)×居住月数
	交付申請額

	円×　　　月
	　　　　　円


※助成家賃月額は30,000円を限度とし、1,000円未満の端数は切り捨てます。
　　　　

２　交付申請額の算定方法
（１）助成金の交付申請は、当該年度内に居住する住宅の１か月の家賃（敷金、礼金、管理費、共益費等を除く。）に２分の１を乗じた額の居住する月数分の額となります。

（２）１か月の家賃に２分の１を乗じた額は、30,000円を限度とし、1,000円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てます。　

（３）家賃が１か月に満たないときに居住又は研修医家賃助成金を取りやめ又は中止したときは、日割り計算にて算出した家賃に２分の１を乗じた額となります。ただし、30,000円を限度とし、1,000円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てます。　

（４）助成金は、家賃の支払いに合わせて、支払月の翌月に交付されます。ただし、１２回以内の分割交付となります。

３　添付資料
（１）家賃・入居条件等が明示されている賃貸借契約書の写し
（２）住民票の写し
第１号様式（第４条第１項）

令和　　年　　月　　日

横浜市立大学附属

市民総合医療センター　病院長

（申請者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　横浜　太郎　　　印

臨床研修医研修環境促進助成金交付申請書
令和２年度公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター臨床研修医研修環境促進助成金について、次のとおり関係書類を添えて申請します。


１　交付申請額
　　￥３６０，０００・－

　　<内訳>

	　１か月の家賃　　×助成率(1/2)
	助成家賃算定額

	７０,０００円×　1/2
	３５,０００　円

	助成家賃月額(※)×居住月数
	交付申請額

	３０,０００円×　１２月
	３６０,０００　円


※助成家賃月額は30,000円を限度とし、1,000円未満の端数は切り捨てます。
　　　　

２　交付申請額の算定方法

（１）助成金の交付申請は、当該年度内に居住する住宅の１か月の家賃（敷金、礼金、管理費、共益費等を除く。）に２分の１を乗じた額の居住する月数分の額となります。

（２）１か月の家賃に２分の１を乗じた額は、30,000円を限度とし、1,000円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てます。　

（３）家賃が１か月に満たないときに居住又は研修医家賃助成金を取りやめ又は中止したときは、日割り計算にて算出した家賃に２分の１を乗じた額となります。ただし、30,000円を限度とし、1,000円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てます。　

（４）助成金は、家賃の支払いに合わせて、支払月の翌月に交付されます。ただし、１２回以内の分割交付となります。

３　添付資料

（１）家賃・入居条件等が明示されている賃貸借契約書の写し

（
〈記入例〉


家賃：月7万円、管理費：月5千円の場合





印





家賃「70,000円」（管理費、共益費を除いた金額）を記載する。





７万円(家賃)の×１/２の３万５千円を記載する。











３万円×１２か月の３６万円を記載する。





年度途中での転居等が決まっている人を除いて、「１２月」が入ります。





家賃助成の上限は３万円のため、３万円を記載する。





この申請書の他に、


１　「賃貸借契約書の写し」


２　「住民票の写し」　※住民票を移していない場合は公共料金の領収書（住所付）


以上が必要となります。


なお、年度単位での申請が必要になりますので、昨年申請された方も制度を引き続き利用する場合は、申請書類をご提出ください。





※引越し等された場合は、人事担当までご連絡ください


※変更の届出なく家賃助成を受けている場合は、返戻して頂きますのでご注意ください。








